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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
5
月
24
日
未

明
〜
25
日
、
そ
し
て
26
日
の
２
回
に
わ
た

る
米
軍
爆
撃
機
に
よ
る
空
襲
で
、
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
は
木
造
校
舎
の
ほ
と
ん
ど
が

焼
失
。
塾
監
局
や
三
田
演
説
館
な
ど
は
焼

け
残
っ
た
が
、
慶
應
義
塾
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
煉
瓦
造
り
の
図

書
館
旧
館
は
本
館
部
分
の
閲
覧

室
と
事
務
室
、
そ
し
て
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
な
ど
が
失
わ
れ
た
。

被
災
に
備
え
周
囲
の
木
造
建
築

物
を
撤
去
し
て
い
た
こ
と
や
、

教
職
員
や
学
生
に
よ
る
懸
命
の

消
火
活
動
に
よ
り
書
庫
は
延
焼

を
免
れ
、
多
く
の
貴
重
文
献
も

疎
開
さ
せ
て
お
り
無
事
で
あ
っ

た
が
、
空
襲
の
爪
痕
は
大
き
か
っ
た
。

　

戦
後
、
１
９
４
７
（
昭
和
22
）
年
の
創

立
90
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
創
立

１
０
０
年
に
向
け
10
年
間
を
期
し
た
復
興

へ
の
決
意
が
掲
げ
ら
れ
る
と
、
ま
ず
着
手

さ
れ
た
の
は
図
書
館
旧
館
の
修
復
だ
っ
た
。

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
5
月
に
工
事
は
完

了
。
こ
の
時
点
で
は
透
明
な
ガ
ラ
ス
が
入
っ

て
い
る
状
態
だ
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
、

１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
復
元
さ
れ
た
。

　

慶
應
義
塾
の
戦
後
復
興
の
象
徴
と
も
な

っ
た
図
書
館
旧
館
は
、
そ
の
後
も
増
改
築

や
改
修
工
事
を
重
ね
、
重
要
文
化
財
と
し

て
そ
の
姿
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

塾
内
の
美
術
品
が
伝
え
る

戦
災
の
記
憶
と
復
興
へ
の
意
志

　

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
、
戦
争
の
記
録

を
歴
史
的
事
実
と
し
て
後
世
に
伝
え
、
戦

没
者
へ
の
鎮
魂
や
平
和
へ
の
思
い
を
込
め

た
数
々
の
美
術
品
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

図
書
館
旧
館
1
階
に
置
か
れ
た「
手
古
奈
」

は
『
万
葉
集
』
で
詠
ま
れ
た
悲
劇
の
女
性

を
モ
チ
ー
フ
に
彫
刻
家
・
北
村
四し

海か
い

が
手

掛
け
た
大
理
石
彫
刻
（
１
９
０
９
年
頃
）。

空
襲
に
よ
っ
て
両
腕
部
分
を
失
う
な
ど
大

き
く
破
損
し
た
が
、
２
０
０
９
（
平
成

21
）
年
、
60
余
年
ぶ
り
に
公
開
さ
れ
た
。

事
前
の
修
復
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
戦
争

と
い
う
歴
史
的
事
実
を
風
化
さ
せ
な
い
よ

う
、
焼
夷
弾
の
煤
を
あ
え
て
完
全
に
洗
浄

し
な
い
方
法
が
と
ら
れ
た
。

　

塾
監
局
前
庭
園
に
建
立
さ
れ
た
「
平へ
い

和わ

来き
た
る

」（
１
９
５
２
年
・
朝
倉
文
夫
）
は
、
慶

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
復
興
は

義
塾
の
シ
ン
ボ
ル
図
書
館
旧
館
か
ら

終
戦
80
年
・慶
應
義
塾
と
戦
争
（
三
田
・
信
濃
町
キ
ャ
ン
パス
編
）

２
０
２
５
年
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
80
年
と
な
る
節
目
の
年
。

慶
應
義
塾
の
キ
ャ
ン
パス
は
こ
の
戦
争
に
お
い
て
全
国
の
大
学
の
中
で
も
最
大
の
空
襲
被
害
に
遭
っ
た
。

ま
た
、約
３
５
０
０
名
も
の
塾
生
を
学
徒
出
陣
で
戦
地
に
送
り
出
し
、２
２
０
０
名
以
上
の
慶
應
義
塾
関
係
者
が
戦
没
し
て
い
る
。

今
号
で
は
三
田
・
信
濃
町
両
キ
ャ
ン
パス
に
お
け
る
戦
争
に
よ
る
被
害
と
戦
後
の
復
興
の
痕
跡
を
た
ど
り
た
い
。

あえて戦災の痕跡を残し
修復された現在の「手古奈」

空襲で焼け落ちた図書館旧館
（東方社撮影　東京大空襲・戦災資料センター蔵）
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和
20
）
年
5
月
24
日
未
明
か
ら

の
空
襲
で
罹
災
し
、
全
体
の
約

6
割
を
焼
失
す
る
と
い
う
甚

大
な
損
害
を
受
け
た
。
焼
け
残

っ
た
予
防
医
学
校
舎
敷
地
内

に
は
今
も
六
角
形
の
焼
夷
弾

の
痕
が
残
っ
て
い
る
。

　

焼
夷
弾
が
降
り
注
ぐ
中
、
教

職
員
と
学
生
に
よ
る
特
設
防

護
団
の
懸
命
の
努
力
も
あ
っ

て
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
建

造
物
は
罹
災
を
免
れ
、
入
院
患

者
約
１
８
０
名
を
一
人
の
負
傷
者
も
出
さ

ず
無
事
退
避
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
奮
闘
ぶ
り
は
翌
25
日
付
の
朝
日
新
聞
で

「
挺
身
隊
八
十
名
、
看
護
婦
二
百
七
十
名

は
屋
上
の
焼
夷
弾
を
手
づ
か
み
で
投
げ
捨

て
る
も
の
、
あ
ら
ゆ
る
容
器
を
利
用
し
て

水
を
か
け
る
も
の
、
若
い
人
達
は
懸
命
に

消
し
た
」
と
報
道
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ

ほ
ど
の
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
、
被
災
後

間
も
な
く
臨
床
部
門
を
残
存
建
物
に
移
し

て
診
療
が
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

大
学
病
院
敷
地
内
の
一
角
に
あ
る
「
食

研
跡
地
記
念
の
碑
」。
空
襲
に
耐
え
た
食

養
研
究
所
（
食
研
）
に
は
臨
床
の
各
教
室

が
移
転
し
、
研
究
室
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

戦
後
の
厳
し
い
条
件
の
中
で
各
科
が
共
に

應
義
塾
関
係
の
戦
没
者
追
悼
の
た
め
、「
昭

和
７
年
三
田
会
」
の
卒
業
25
年
記
念
と
し

て
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
台
座
に
は
、
戦
時

中
の
塾
長
だ
っ
た
小
泉
信
三
に
よ
る
碑
文

「
丘
の
上
の
平
和
な
る
日
々
に 

征
き
て
還

ら
ぬ
人
々
を
思
ふ
」
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
に
は
、「
還
ら
ざ

る
学と

も友
の
碑
」
を
建
立
。
台
座
に
は
、
２

０
１
４
（
平
成
26
）
年
に
慶
應
義
塾
関
係

戦
没
者
名
簿
が
納
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
地
下
１
階
に
は
、
戦
没

学
生
慰
霊
像
「
わ
だ
つ
み
の
こ
え
」（
１
９

５
０
年
・
本
郷
新
）
が
あ
る
。

　

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
完
成
し
た

「
学
生
ホ
ー
ル
」。
そ
の
中
に
設
け
ら
れ
た

学
生
食
堂
の
東
西
両
壁
面
に
は
、
戦
後
民

主
主
義
の
到
来
で
伸
び
や
か
に
歌
い
語
ら

う
青
年
男
女
た
ち
を
描
い
た
猪
熊
弦
一
郎

の
壁
画
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
が
飾
ら
れ
た
。

本
作
は
ホ
ー
ル
取
り
壊
し
後
は
西
校
舎
内

生
協
食
堂
に
移
設
さ
れ
、
現
在
も
学
生
た

ち
を
見
守
っ
て
い
る
。
上
部
が
三
角
形
と

な
っ
て
い
る
の
は
学
生
ホ
ー
ル
時
代
の
屋

根
の
形
の
名
残
で
あ
る
。

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
の
戦
災
と

関
係
者
た
ち
の
奮
闘
の
痕
跡

　

信
濃
町
キ
ャ
ン
パ
ス
は
１
９
４
５
（
昭

研
究
し
た
場
と
し

て
長
く
医
学
部
関

係
者
に
親
し
ま
れ

て
い
た
が
、
１
９

９
０
（
平
成
２
）

年
に
建
物
が
解
体

さ
れ
る
に
あ
た
っ

て
、
外
壁
の
一
部

が
残
さ
れ
る
と
と

も
に
記
念
碑
が
建

立
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
か
つ
て

大
学
病
院
に
は
病
棟
間
を
つ
な
ぐ
「
西
病

舎
在
来
病
棟
連
絡
用
地
下
道
」
と
い
う
長

さ
23
メ
ー
ト
ル
の
地
下
通
路
が
あ
っ
た
。

空
襲
時
に
患
者
を
本
館
か
ら
別
館
へ
避
難

さ
せ
る
際
に
は
、
こ
の
地
下
道
が
使
わ
れ

た
。
現
在
こ
の
地
下
通
路
は
病
院
内
の
電

気
配
管
を
通
す
パ
イ
プ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
も
の
が
失
わ
れ
た
戦
争
の
終
結

か
ら
80
年
。
キ
ャ
ン
パ
ス
に
刻
ま
れ
た
教

育
と
研
究
、
医
療
の
灯
を
守
り
抜
こ
う
と

し
た
人
々
の
努
力
、
そ
し
て
戦
争
の
記
憶

と
平
和
へ
の
祈
り
に
目
を
向
け
、
希
望
と

平
和
に
満
ち
た
未
来
を
切
り
開
い
て
い
っ

て
も
ら
い
た
い
。

（
次
号
は
「
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
編
」）

西校舎内生協食堂の西側（写真右）、東側（写真左）の
壁面に移設された現在の「デモクラシー」

空襲で多くの建物が焼失した信濃町キャンパス
（福澤研究センター提供）


